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第3期北広島町スポーツ推進計画（素案）に対するパブリックコメントの実施結果について

 第３期北広島町スポーツ推進計画（素案）について、パブリックコメントを実施した結果、次のとおりご意見が寄せられましたので、町の考え方とあわせ、その反映状況を公表します。

 1.公表資料  第3期北広島町スポーツ推進計画（素案）
 2.実施期間  令和8年2月20日(金)から令和8年3月5日(木)
 3.閲覧場所  町ホームページ、役場本庁まちづくり推進課、各支所（芸北支所、大朝支所、豊平支所）
 4.提出者数  意見者数 5人（12件）

ご意見内容 該当箇所 町の考え（回答）

・12ページ Do「する」きたスポ＜例えば＞
 屋内スポーツが挙がっていない。「ポピュラーな競技」として認知いただくためにも町内中学校の部活動で
行われている屋内競技を挙げてほしい。

P12
「きたひろスポーツ」のイメージ図内
Do 「する」きたスポの例示競技

 ご指摘のとおり、屋内スポーツについての記載がなかったため、次の競技について追記しました。

【追記競技】
・バスケットボール ・バレーボール

・23ページ 「１各種スポーツ団体の交流促進～」 【具体的な取り組み】の
 表内2段目2列目
 「町内の同一種目団体等のネットワーク化」とあるが、本町規模では同一種目団体は限られる。種目を超え
たネットワーク化が必要ではないか。

P23
政策目標Ⅳ きたスポを通じた地域の活性化
1 各種スポーツ団体の交流促進と取組状況に関する
周知・PRなど情報発信の充実と担い手育成
【具体的な取り組み】の表内２段目

 「同一種目」のネットワーク化は指導方法等のノウハウの共有、今後の組織体制の検討のために必要であると考えておりますが、ご意見のとお
り、町内には「同一種目」ではカテゴリー分け出来ない団体様もおられるのは承知しておりますし、競技の垣根を超えた団体の交流・ネットワーク
化もスポーツ推進には重要な事項であると認識しております。その点も踏まえ、「スポーツ団体等」という文言へ修正します。

【修正前】 同一種目団体等
【修正後】 スポーツ団体等

〇スポーツ×DX
 DXを推進する施策を推進する本町で、本計画においてDXという言葉が出てきていないのは残念です。
 DXを活用して、誰もが参加しやすい、参加してみようと思える環境づくりは、必要不可欠であると考えま
す。
 DXによりデータ収集を行い、分析や今後の方針決定などAIの活用も必要。
 全体を通して、DXを利活用するという視点が必要であると思います。

【参考】
スポーツ庁（第3期スポーツ基本計画）
「スポーツ界においてDXを導入することで、様々なスポーツに関する知見や機会を国民・社会に広く提供する
ことを可能とし、スポーツを「する」「みる」「ささえる」の実効性を高めます。」

P2
1 計画策定の趣旨

 本町においては、町政運営の基本姿勢の一つとして『ＤＸの推進』を掲げ、町民の皆さまの利便性や生活環境の向上、さらには山積する行政課題
をＤＸの力により解決できるよう、様々な取り組みを進めてきているところです。
 今回の計画においても、スポーツ分野におけるデジタル技術の活用（eスポーツや動画配信など）は含めている中で、ご指摘のとおり「DX」とい
うワードは記載しておりませんでした。今後のスポーツを取り巻く環境の向上において、DXの活用は必要不可欠なものとなると考えております。そ
のため、以下のとおり、文章を修正します。

【修正前】
 本町では、光ファイバー通信網整備等の先端環境を活かした情報発信の強化を図りつつ、・・・
【修正後】
 本町では、「DXの推進」を町政運営の基本姿勢として掲げており、スポーツ分野においてもデジタル技術の活用を進めることでスポーツを取り巻
く環境の向上を図りつつ、・・・

・23ページ 「2スポーツを「みる」「ささえる」側の～」 【具体的な取り組み】の
 表内1段目1列目
 脱字 施設及び環境整備

P23
政策目標Ⅳ きたスポを通じた地域の活性化
２ スポーツを「みる」「ささえる」側の視点に
立った施設及び環境整備の促進 
【具体的な取り組み】の表内1段目

 ご指摘のあった脱字について、訂正します。

【訂正前】施設及び境整備
【訂正後】施設及び環境整備

・30ページ 2 計画の進行管理3行目
 有識者に事業を進め方について → 有識者に事業の進め方について

P30
2 計画の進行管理 
本文３行目

 ご指摘のあった誤字について、訂正します。

【訂正前】有識者に事業を進め方について
【訂正後】有識者に事業の進め方について

・36ページ 表内⑤その他の要望について 二つ目の○
 役割の明確化したい → 役割を明確にしたい

P36
⑤その他要望について 
表内２つ目の○

ご指摘のあった誤字について、訂正します。

【訂正前】役割の明確化したい
【訂正後】役割を明確にしたい

・38ページ 表内②関係課及び関係機関との連携について 七つ目の○
 「ボッチャ大会の実施を北広島町社会福祉協議会へ委託」
            ↓
 「障害者スポーツ・レクレーション教室開催事業の実施を北広島町社会福祉協議会へ委託」

P38
⑤関係課及び関係機関との連携について 
表内7つ目の○

 ご指摘のあった箇所について、訂正します。

【訂正前】ボッチャ大会の実施を北広島町社会福祉協議会へ委託
【訂正後】障害者スポーツ・レクレーション教室開催事業の実施を北広島町社会福祉協議会へ委託
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・１ページ計画の概要、1計画策定の趣旨の16行目に「少子化に伴う学校部活動の地域展開…」と記述があり
ます。少子化は要因ですが、これだけが地域展開の理念ではないことを文科省が示しています。将来にわたっ
て生徒が継続的にスポーツ・文化活動に親しむ機会を確保・充実することや市域全体で支えることなど、誤解
されることのないような表記をすべきと考えます。

P1
1 計画策定の趣旨

 ご意見のありました、計画策定の趣旨内での地域展開における記載内容が一部的であったと判断しましたので、以下のとおり修正します。

【修正前】
 少子化に伴う学校部活動の地域展開に向けた体制整備も喫緊の課題となっています。
【修正後】
 学校部活動の地域展開においては、少子化が進む中にあっても、将来にわたって子どもたちが継続的にスポーツ・文化芸術活動に親しむ機会の確
保・充実のため、地域クラブ活動の持続可能な運営体制の構築、新たな仕組みによる居場所づくりなど地域全体で取り組む体制整備も喫緊の課題と
なっています。

・27ページきたスポを通じた居場所づくりの促進の2学校部活動の地域展開の推進の具体的な取り組みの上段
の取り組み内容に、「令和10年度までに休日の部活動を地域に展開させる」ことや、その後の平日展開への方
針、またエンジョイきたスポとの関係性など、”具体的”に記述すべき内容が記述されていないと考えます。

P27
政策目標Ⅵ きたスポを通じた居場所づくりの促進
２ 学校部活動の地域展開の推進
導入文

 ご意見のありました、第4章 施策の展開内の政策目標Ⅵ きたスポを通じた居場所づくりの促進 ２の学校部活動の地域展開の推進において、現
在までに決定している町の方針を追記します。
 なお、平日の部活動については現在までに本町としての明確な方針は決定していない状況です。国としては各種課題を解決しつつ更なる改革を推
進すること、まずは、国において地方公共団体が実現可能な活動の在り方などを検証することを示されている中で、引き続き国・県の動向を確認し
ながら、地域と連携し検討していくこととしております。

【追記文章】
 「北広島町における休日の学校部活動の「地域展開」に向けたスケジュールに関する方針」
  令和9年度末をもって、休日の学校部活動を地域展開させる。
 ※令和10年4月1日からは休日の学校部活動がなくなっている状態。
  なお、本方針は町全体としての最終的な休日の学校部活動の地域展開時期を示したものとしており、
 地域の実情によって地域展開の時期が早まることは妨げない。

10ページ ○練習環境の老朽化
冷暖房については整備されていない施設が多く、老朽化とは言えないのでは？

P10
政策目標Ⅴ きたスポを通じたトップアスリートの
支援と活用
【課題】 ○練習環境の老朽化

 ご指摘のありました箇所につきまして、現状として冷暖房が整備されているといった誤解を招く表現となっていたため、下記のとおり修正しま
す。

【修正前】冷暖房・照明・備品等の老朽化により、・・・
【修正後】施設の老朽化により、・・・

文言として きたスポ と 「きたスポ」 が混在している。 計画書内全般
「きたスポ」を強調のため「」表記に統一しました。（中項目・本文）
なお、政策目標などタイトル部分は「」なしで表記しました。

28ページ 4 スポーツを活かした居場所づくりによる地域住民の孤独・孤立予防の推進
 包摂的な地域づくりという言葉がわかりにくい

P28
政策目標Ⅵ きたスポを通じた居場所づくりの促進
4 スポーツを活かした居場所づくりによる地域住民
の孤独・孤立予防の推進
導入文

 4 スポーツを活かした居場所づくりによる地域住民の孤独・孤立予防の推進 の導入文について、下記のとおり修正しました。

【修正前】
 「顔の見える関係」を築くことで、孤独・孤立を防ぐ包摂的な地域づくりを目指します。スポーツを介したつながりを居場所とし、町民が安心し
て自分らしく暮らせる環境を整えます。
【修正後】
 「顔の見える関係」を築くことで、孤独・孤立を防ぎ、誰もが自然に溶け込める、温かな地域づくりを目指します。スポーツを介したつながりを
居場所として育み、町民が安心して自分らしく暮らせる環境を整えます。


